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日本時間 内容 調査の目的 オンラインツール 担当者









13:15 ～ 14:45 （90分間） PCM手法の講義。
14:45 ～ 15:00 （15分間） PCM手法に関する質疑応答。
15:00 ～ 15:15 （15分間） 休憩。













15:30 ～ 16:30 （60分間） PCMの問題分析の系図を作成。
BEDS職員
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 5） BDD news（バングラデシュデジタルニュース）：
2020年9月25日閲覧。
http://bddnews.com/post/20190514_89148/

















































（Foundat ion for  Advanced Studies  on 
International Development、以下、FASID）が開
発 し た「Management Tool for Development 
Assistance：Participatory Planning【7th edition, 
March 2008】」の英語版の内容を、筆者が要約し
てパワーポイントを作成し講義（英語）を行った。筆
者は、FASIDが開催しているPCMの「計画・立
案」、「モニタリング・評価」、「ファシリテーター」
の各コースの研修会を2006年に受講・修了してい
る。
19） 10名の参加者の属性であるが、性別は男性9名、
67開発途上地域における環境NGO職員の自然環境保全をテーマとした事業計画づくりの課題と方向性に関する考察
女性1名。各参加者の専門は、科学、農学、財政
学、政治学、教育学、統計学、森林学、語学（英
語）等の様々な分野を専攻としていた。また、自然
環境保全事業への職務経験は1～ 20年以上と幅が
あるが、3年未満という職員は6名であった。
20） Jamboardは、インターネット上でリアルタイムに
共同作業を進めることのできるホワイトボートであ
る。付箋（カード）に文字を書き込んで、ホワイト
ボードに貼り付ける機能がある。
21） Googleフォームとは、アンケート等に回答してもら
うためのフォーム作成ツールである。作成した
フォームをユーザーに送り、回収することができる。
22） 本文で記載したPCM手法の手順は、FASIDが日
本語で作成した「開発援助のためのプロジェクト・
サイクル・マネジメント：参加型計画編」2004年3
月（改定第6版）、15頁「参加型計画手法のステッ
プ」の内容を転載および追記したものである。な
お、PCM手法「参加型計画編」の詳細は、本テキ
ストを参照のこと。
23） 問題分析を進める際の留意点として、BEDS職員に
は、①現存する事実を書くこと、②問題、すなわ
ち否定的な内容を書くこと、③一つの付箋に一つ
の問題を書くこと、④できるだけ文章で書くことを
説明した。これらの問題カードのルールと本文に記
載した問題分析の手順の内容は、上記の注22）のテ
キスト25頁「問題カードのルール」と23頁「問題
分析の方法」から一部を転載および追記した。
24） AとBの各グループの問題分析の結果は、筆者が
英語から日本語へ翻訳を行った。そして、各グルー
プにおける原因カードを枠で囲ったそれぞれの分
類の名前は、筆者がBEDSからだされた付箋の内
容を検討して付けた。
25） Googleフォームによる振返りシートの質問事項は、
筆者が英語で作成し、BEDSの各職員のメールア
ドレスへ送信した。受け取った回答は、筆者が英
語から日本語へ翻訳してまとめた。
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